
資料３－３
わが国の採血基準

２００ｍＬ全血 ４００ｍＬ全血 血漿 血小板

２００ｍＬ ４００ｍＬ
３００ｍＬ～６００ｍＬ

（体重別）
４００ｍＬ以下

注）１６歳～６９歳 注）１８歳～６９歳 注）１８歳～６９歳 １８歳～５４歳

男性４５ｋｇ以上
女性４０ｋｇ以上

男女とも
５０ｋｇ以上

血液比重１．０５２以上
又は血色素量
１２ｇ/ｄＬ以上

血液比重１．０５３以上
又は血色素量
１２．５ｇ/ｄＬ以上

血液比重１．０５２以上
又は血色素量
１２ｇ/ｄＬ以上
（赤血球指数が標準域
にある女性は１１．５ｇ/
ｄＬ以上）

血液比重１．０５２以上
又は血色素量１２ｇ/ｄＬ
以上

－ － － １５万/μ Ｌ以上
６０万/μ Ｌ以下

男性６回以内
女性４回以内

男性３回以内
女性２回以内

－ －

共
通
事
項

注）６５歳から６９歳までの方は、６０歳から６４歳までの間に献血の経験がある方に限られる。

（採血の間隔）

２００ｍＬ全血 ４００ｍＬ全血 血漿 注）血小板

（平成２０年度版血液事業報告より抜粋）

血漿成分採血

血小板成分採血

血小板成分採血１回を２回分に換算して血漿成
分採血と合計で２４回以内

男女とも４週間後の同じ曜日から

男性は１２週間後、女性は１６週間後の同じ曜日
から

男女とも８週間後の同じ曜日から

男女とも２週間後の同じ曜日から

全血採血 成分採血

男性４５ｋｇ以上
女性４０ｋｇ以上

９０ｍｍＨｇ以上

採血の
種類

項目

１回採血量

年齢

最高血圧

体重

注）血漿を含まない場合には、１週間後に血小板成分採血が可能。ただし、４週間に４回実施した場合には次回までに４
週間以上あける。

今回の
採血

全血採血 成分採血

血小板数

年間採血回数

前回の
採血

２００ｍＬ全血

４００ｍＬ全血

血液比重等

年間総採血量

次の者からは採血しない
　①妊娠してると認められる者、又は過去６ヶ月以内に妊娠していたと認められる者
　②採血により悪化する恐れのある循環器系疾患、血液疾患その他の疾患にかかっていると認められる者
　③有熱者その他健康状態が不良であると認められる者

２００ｍＬ全血と４００ｍＬ全血を合わせて
　男性　１，２００ｍＬ以内
　女性　　　８００ｍＬ以内



１．全血採血基準

　年　齢 下限 上限 １回の採血量 体重（下限） ヘモグロビン量（下限） 採血間隔 年間採血回数 年間総採血量

500mL以内 *1）
男性：13.5g/dL
女性：12.5g/dL
*1

最短　8週間
男性6回
女性4回

　3L

450 mL±10%
血液量の13％を超
えない*2）

男性：13.5g/dLまたは
Ht40%
女性：12.5g/dLまたは
Ht38%
*2

推奨　2か月
推奨
　男性4回
  女性3回

英国 17歳～65歳
17歳は未成年なので
同意書が必要 *3

60歳以上の初回者（施設の医
師の判断に任せる）
65歳を超えても毎年医師の許
可があれば延長できる）

470mL

男性：13.5g/dL
　（または血液比重1.055）
女性：12.5g/dL
　（または血液比重1.053）

最短　12週
推奨　男性12週
　　　　女性：16週

3回 

フランス 18歳～65歳 初回者は60歳まで  450mL
男性：13.0g/dL
女性：12.0g/dL

8週間
男性5回
女性3回

米国
17歳（16歳）～
上限なし

16歳の受け入れは各
州法による。現在50州
のうち27州が受け入
れ（2008年9月時点）た
だし供血には保護者
の同意が必要

なし

500mL以内（検体等
で538ml）
体重当たり
10.5mL/Kgを超えな
い

  一応50 Kg以上
（それ以下でも
可）

12.5g/dLまたはHt38%
8週間
（医師が認めれば
更に短縮可能）

すべての採血種類を
合計して、体重50～80
㎏の供血者では12Ｌ
まで　体重80㎏を超え
る供血者では14,4Lま
で

500mL 60kg 3か月

250mL
男性：50kg
女性：45kg

2か月

400mL：18歳～
69歳

400mL 50Kg 
12.5g/dＬ
比重　1.053

男性：12週
女性：16週

男性：3回
女性：2回

200mL：16歳～
69歳

200mL
男性45Kg
女性40Kg

12.0g/dＬ
比重　1.052 4週間

男性：6回
女性：4回

*1　commission directive 2004/33/EC

*2　欧州評議会：ヘモグロビン量またはヘマトクリット値（担当医の判断でこれ以下でも受け入れ可能）

＊3　採血適否判定者により供血プロセスを理解する知識があると認められ、インフォームドコンセントを提出した場
合、
 　　　あるいは保護者の書面による同意がある場合：血液の安全性および品質に関する規則2005

50Kg

台湾 17歳～65歳
17歳未満は保護者の
同意があれば可能

65歳以上は医師の同意があれ
ば延長できる

EU 18歳～65歳
国の法律によっては

17歳も考慮

海外の採血基準一覧

60歳以上の初回者（施設の医
師の判断に任せる）
65歳を超えても責任医師の許
可により継続できる

男性：1.5L
女性：1L

日本
65歳以上は60歳～64歳の経験
者

男性：1.2L
女性：0.8L

男性：13.0g/dL
　または血液j比重：1.054
女性：12.0g/dL
　または血液比重：1.052



２．成分採血基準

国名 種類 1回の採取血漿量 可能年齢 体重 年間採血回数 採血間隔 年間総採血量 血漿タンパクおよび血小板

血漿
最大650mL （抗凝固剤を
除く）
循環血液量の13％

通常2週間
少なくとも2日間、1週間に2
回を超えない

血漿蛋白6.0 g/dL（年1回以
上実施）

血小板
最大650mL（抗凝固剤を
除く）

原則2週間
但しHLA/HPA適合の場合は
除く

血小板数15万/μL以上 Hb測定も

血漿
循環血液量の15％以内
（抗凝固剤を除く）

通常2週間
少なくとも2日間、1週間に2
回を超えない

血漿蛋白6.0 g/dL（年1回以
上実施）

血小板
循環血液量の15％以内
（抗凝固剤を除く）

通常2週間
少なくとも2日間、1週間に2
回を超えない

血小板数15万/μL以上 Hb測定も

血漿 650mL 20回
通常2週間 血漿蛋白6.0 g/dL（年1回以

上実施）

血小板 600mL 5回 4週間 血小板数15万/μL以上 Hb測定も

血漿
50-67kgの人は625mL
78-79kgで750mL
（抗凝固剤を除く）

全採血種類を合計して、体
重50～80㎏では12Ｌまで、
体重80㎏を超える場合は
14,4Lまで

血漿蛋白6.0 g/dL（年1回以
上実施）

血小板
500mL
80kg以上は600mL
 （抗凝固剤を除く）

年間24回 血小板数15万/μL以上

血漿 500mL 12L 血漿蛋白6.0 g/dL

血小板 血小板数15万/μL以上

血漿
300mL～600mL
（体重別）

400ml献血と同様

血小板 400mL以下 18～54歳 血小板数15万/μL以上 Hb測定も

少なくとも2日間、1週間に2
回を超えない

台湾 全血と同様 50kg 　2週間

日本
男性：45㎏以上
女性：40㎏以上

血小板採血１回を
２回分に換算して
血漿採血と合計で
24回

　２週間

フランス 全血と同様 全血と同様

米国

全血と同様

成分採血にはイン
フォームドコンセント
が必要

50kg

血漿収量（抗凝固剤を除
く）
年間25L
1週間に1.5L を超えない

英国

18～65歳（初回は
60歳まで）

成分採血にはイン
フォームドコンセント

が必要

50㎏以上
（但し50～60kgでは
循環血液量の20％

を超えない）

24回
血漿収量：年間15L
１カ月に2.4Lまで

ＥＵ 全血と同様 全血と同様
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